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これまでの調査では、原因フOランクトンの出現動向から毒化予測を行ってきたが、二枚員の毒化を予測す

るうえで重要な要素である原因プランクトンの毒性が把握できていないため、実用的な予測手法を確立する

に至っていない。 本課題では、まず採水プランクトン調査に代えてネットフ。ランクトン調査手法を用い、原

因プランクトンを含む海中懸濁物の毒性と二枚貝の毒性を、液体クロマトグラフィー/質量分析装置(以下、

LC-MS)により分析して、その対応関係を解明する。 これらの結果から新たなモニタリング手法を開発し、

実用的な毒化予測手法を検討する。

〈試験研究方法〉

1調査海域陸奥湾東湾(貝毒モニタリング、野辺地定点水深 35m)
2調査時期 4月'"'"'9月期間:週 l回、 10月'"'"'12月期間:月 l回

3調査項目と方法

1)有毒ブランクトン調査

-採水調査 6層から採水し、原因プランクトン等 20種についての同定・計数を行った。

・ネット調査プランクトンネットで水深o'"'"'34m及びo'"'"'25mの鉛直曳きを行い、採水調査と同様に同定・

計数した。

2)海中懸濁物毒性調査

・採水調査 3層から各 6Lずつ採水し混和後、ろ過により 1'"'"'20μm画分、及び 20'"'"'100μm画分の懸

濁物を得て、 LC-MSによる毒性分析を行った。

-ネット調査上記ネット調査で得た懸濁物について、 LC-MSによる毒性分析を行った。

3)ホタテガイ毒性調査垂下養殖ホタテガイの LC-MSによる毒性分析、及びマウス毒性試験も行った。

〈結果の概要・要約〉

1プランクトンの出現状況と、懸濁物毒性の対応を検討したところ、良 fortiiはDTX1とPTX2を、

D.acuminataはPTX2を、 P.reticulatumはYTXをそれぞれ保有していることがわかり、細胞毒量も

把握できた(表 1，2)。これらの細胞毒量を用いて、プランクトン出現密度から推定した懸濁物毒性

とLC-MS分析による実測値の聞には、概ね r=0.9以上の強し、相聞が見られ、比較的高い精度で推定

可能であると考えられた。

2 1'"'"'20μm画分の懸濁物毒性は、 2004年と同様に皆無であり、同画分には DSP原因種が存在しないと

推察された。

3 2005年産ホタテガイ稚貝の毒性をLC-MSで分析したところ、殻長約 4mm以上から PTX6を保有してい

ることがわかったO このことから、ホタテガイは殻長約 4mmから DSP原因種を摂餌していると推察された。

4 2004'"'"'2005年のネット調査懸濁物における P.retIculatumの出現密度と懸濁物 YTX毒性との聞には

R=0.95の高い相関がみられ、細胞毒量は 16pg/cellで、あった。この結果、陸奥湾におけるYTX原因種は同

種であることが解明された。

5 2004'"'"'2005年の懸濁物YTX毒性とホタテガイYTX毒性の関係を検討したところ、両年とも4'"'"'5月に懸

濁物 YTXがピークをなし、この間にホタテガイ YTXが急増、懸濁物 YTXがほとんど検出されない 6'"'"'3月

にはホタテガイYTXが漸減している傾向が見られた(図1)。

6 2003'"'"'2005年の懸濁物毒性(OA群、 PTX群)から、換算式を作成してホタテガイ毒性を推定したところ、

推定値と実測値の聞に r=0.81'"'"'0.89の相聞を得ることができ、懸濁物毒性からホタテガイ毒性を推定する

ことが可能となった(図 2)。

7以上の結果から、プランクトン出現密度からホタテガイの毒性を推定でき、 YTX群を除外し、 MU換算す

ることで、マウス毒性の推定も可能となった。
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〈主要成果の具体的なデータ〉

表 1 D. forti iとD.acuminataの成分別細胞毒量

種名 白年 計算方法 DTXl PTX2 
2003年 単純 53::t: 26 

連立 67::t: 68 
単純 26(4)::t: 22(2) 
連立 31 ::t: 42 138::t: 235 

2005年 単純 2::t: 2 69::t: 28 
2003年 連立一10::t: 49 63::t: 117 

D.acωninata 2004年 連立 9::t: 75 114::t: 238 
2005年 単純 O::t: 0 41 ::t: 18 50 ::t: 

※2003年と2004年は1000cells/net以上のときの値を使用。 2005年IまD.acuminataは2-6月、
D.fortiifま7-8月の値を使用。()内は水深20m層水温が20aC以上の値

(単位:pg) 

PTX事

105 106 ::t: D.fortii 

19 

17 

117 ::t: 

2004年

P~ reticu/atumの YTX細胞毒量(単位:pg) 
全期 100cells/L以上 ピーク時

13土 21 11 
12::t: 7 11 ::t: 6 15 
26::t: 8 20::t: 5 17 

匙
年
一
盟
組
問

0.0 
回、8.0
ミ

ど6.0
〉、， 4.0 
R 

本2.0
4毛

0.0 

'-'、¥、¥、'-"、¥、¥、、.................，..............................................................................................................
て:t LC') CO ，...、 αコσ') 0 ，.... c"、」 宇田 c、.(") てt lt) c.o r-、 α， '" 0 ヂー e、4

2004年 月日 2005年

懸濁物とホタテガイの YTX毒性の関係

(
H
E
¥
凶
ミ

)
Xト
〉
察
宙
開
畿

2.5 

2.0 

0.5 

1.0 

1.5 
dp知

略~-‘・・回

i司令叫 ._Q- ホタテガイYTX毒性

一+ー懸濁物YTX毒性
q 

g 沼~. . 

:関白号一

q'Jd hvB J、
El. 

tl -. . {] 
回

12.0 

。。

図 1

---+一実測値 i

桶 .0..推定値J
四一←一実測値

EZjwaoaa推定値

一一一
0.7 

0.6 

0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

0.0 

'" 
'-
てf

(
国
¥
一
回
ミ
)
起
酬
明
誌
〈

O

0.9 
ぞ 0.8
云0.7
辺 0.6
冊0.5
誌 0.4
き0.3

0.2 
0.1 
0.0 

dや ∞N
¥由

F
N
¥由

守
-
¥
也

九亡、由

F

円
¥
目
的

《

U

寸

N
¥
回

仰

と
¥
問
問

O
F
¥回

円
¥
由

由

N
¥守

も，'S 
v 

.~ 刊〆
も1

も

£ 
月日 (2003)

1、
も1

刊，
w 

ホタテガイ毒性の推定値と実測値の比較

〈今後の問題点〉

毒化事例が 2年分しかないため、調査を継続し様々な毒化パターンを把握していく必要がある。DTX1
|の細胞毒量は他の成分に比べ変動が大きいため、補正する方法を検討しなければならない。

図2

〈次年度の具体的計画〉

今年度と同様の調査(1'"'-'20μm画分は除く)を行し、予測に必要な知見を収集する。今年度得られた毒

七機構の知見と、マウス試験において重要である OA群の毒性の迅速測定 (ELISA法)とを組み合わせ

こ予測フローに従い、予測実用化試験を行う。

〈結果の発表・活用状況等〉

平成 17年度貝毒安全対策事業検討会において発表。 同事業報告書を作成予定。
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